































第二言語習得研究に応用することはできない。例えば Plunkett & 
















































































































表１ 入力コード変換表 【言語に共通するイメージ】 
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1 0 1 
1 0 0 
0 1 1 
0 1 0 
0 0 1 



























































































































































































































表１ 入力コード変換表 【言語に共通するイメージ】 
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レーションを行う。tlearn は、Windows や Mac といった汎用性の高い
OS 上で動作し、操作性にも優れているのみならず、インターネット上
で公開されており、無料でダウンロードすることができる。また、tlearn
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表３ データファイルコード 【意味表象・日本語】 
意味表象 
言語共通 言語固有 時制 
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表４ データファイルコード 【意味表象・英語】 
意味表象 
言語共通 言語固有 時制 
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表３ データファイルコード 【意味表象・日本語】 
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表４ データファイルコード 【意味表象・英語】 
意味表象 
言語共通 言語固有 時制 
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Replacement”のチェックを外す。“Use and Log RMS Error”を選択
し、入力信号を一巡するごとに RMS エラーのログをとるよう、設定画
面で当該の sweep 数を入力する。さらに、入力信号それぞれに対し 10
回の試行を行うごとに、ユニット間の結合強度をウェイトファイルとし





































るよう当該の sweep 数を入力する（Log error every 16 sweeps）。さら
に、入力信号それぞれに対し 10 回の試行を行うごとにウェイトファイ








のかを特定したところ 220,000 sweeps からであることがわかった。つ
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RMS エラーのログをとるよう当該の sweep 数を入力する（Log error 
every 32 sweeps）。さらに、入力信号それぞれに対し 10 回の試行を行
うごとにウェイトファイルを記録していくよう当該の sweep 数を入力
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